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嬬恋郷土資料館「友の会」（土屋澄孝会長）

の平成 23 年度総会が 3 月 31 日資料館３階で開

催されました。 

ここでは、土屋会長、郷土資料館の松島榮治

名誉館長のあいさつに続いて友の会事業報告な

どが行われました。このうち 23 年度事業につい

ては、東大名誉教授の荒牧重雄氏による「浅間

火山現地学習会」、関俊明氏の「もっと知りた

い天明 3 年のはなし」などの講座が数次にわた

って開かれ好評を博したこと、また 7 月 25 日には、イタリア・ポンペイ遺跡で発掘された噴火犠牲者の人

型の引き渡し式が行われ、資料館において常設展示が始まったことなどの報告がありました。24 年度事業

計画では、昨年度に引き続き、関俊明氏による「もっと知りたい天明 3 年のはなし」を 6、9 月に予定して

いること、11 月の嬬恋村文化祭では、「浅

間山噴火絵図展」を企画し、行っていく

ことなどが承認されました。 

総会終了後、松島名誉館長による記念

講演が行われました。今井東平遺跡で発

掘され、平成 9 年に県の重要文化財に指

定された「黒色磨研注口土器」について、

発掘の模様、注口土器の造形についての

考察、活用の事例など、発掘当事者の松

島名誉館長の口から臨場感をもって語

られ、参加者も興味津々の面持ちで聞き

入っていました。 



発掘現場は、嬬恋村大字今井字峰の地内。平成 5 年、約 3500 年前の竪穴住居跡、配石遺構などが発見さ

れたことに始まります。自然 石が一面に配置された遺構の直

下、その底面ほぼ中央部分で 大小２個の黒色の土器が、ほと

んど無傷のまま置かれたよ うな状態で出土したのです。 

この２個の土器は、大きさ は異なるものの形、文様、焼成

などの形象はほとんど同じ。 おそらく二つセットとして作ら

れ使用されたと思われます。 その年代は、形、文様などから

縄文後期中葉、紀元前 1600 年前後のものとみられるのです。 

こうしたことから、この二つの注口土器は、特定の人物によって、特別の場面で使用され、最終的に墳

墓に副葬されたものと考えられます。すると、考古学的には『縄文時代には特定個人の墳墓はなく、また

目立つ副葬品はない』とされてきており、

これまで考えられてきた考古学的な常識

が覆されかねない発見ということにもな

ります。 

容量、造形について考察すると、大小

の容量の比は４対１であることがわかり

ました。基本単位“1”について検討し

てみると、縄文人の平均身長から両手の

掌を合わせて掬うことのできる水の量は

おそらく 100㍉㍑程度であろうこともわ

かりました。また造形につても、高さと

幅の比率を検討すると、共に幅１に対し

高さがほぼ１．４倍となり、この比率は、

大小の土器の高さにも見られ、小さい方

の土器を１とした場合、大きい方はその

ほぼ１．４倍、つまりこの二つの土器は、

１対１．４すなわち１対√2 の比率で、

きわめて図形的に造形されていたことに

なります。これらのことから縄文時代には既に計量の単位があったかもしれず、数的概念が芽生えていた

のかもしれない大変な発見となりました。 

この黒色磨研注口土器は、これまでマレーシア、フランス、韓国などに貸出展示され、多数の著書で紹

介されました。こうしたことから松島名誉館長は「この注口土器がいかに文化価値が高いものであるか、

認識を新たにしてもらいたい」とし、それが私たちの嬬恋郷土資料館に常設展示されていることに誇りを

持とうと締めくくりました。                  （by ガンﾋﾞ―） 


